
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

新河端病院 理念 

 信頼と安心の医療 
１．患者様に感動をしていただける医療を実践します。 

１．患者様に選んでいただける病院づくりを実践します。

「 患者さまの権利 」 
患者さまには次のような権利があります。 

私たちはその権利を尊重するような医療を行います。

・医療を受ける権利 

・知る権利 

・自分で決定する権利 
・プライバシーを守られる権利 

医療法人 医修会 新河端病院

新河端病院のあんな事・こんな事 その２ 

新河端病院のあんな事やこんな事をＱ＆Ａにしてみました。 

Ｑ１： 耳が不自由なので、呼び出しなどが聞こえないと不安な

のですが・・・ 

Ａ１： 振動でお知らせする呼び出し機をお渡ししますので、安

心して受診して下さい。 
  
Ｑ２： 松葉杖を返却したいのですがどうすれば良いの？ 

Ａ２： 松葉杖は、医師が不要と判断した場合にのみ返却が可

能です。診察を受けていただいて返却していただくことに

なれば、預かり証をご持参のうえ会計までお越し下さい。 
 
Ｑ３： お薬はどこでもらえば良いの？  

Ａ３： 当院は院外処方となっております。処方箋をお持ちにな

って、お近くの保険調剤薬局でお求め下さい。 
 
Ｑ４： 送迎バスが走っているようですが、費用はかかりますか？ 

Ａ４： 当院の送迎バスは無料でご乗車いただけます。時刻表・

ルート表は会計窓口に置いております。 

インフルエンザの予防接種はお済みですか！？ 

 「今年も流行の兆しを見せるインフルエンザの豆知識です」 

Ｑ．インフルエンザと普通のかぜと SARS、どう違うの？ 

Ａ．咳や鼻水、熱などの症状は似ていますが、原因となるウイルスの

種類が違う別の病気です。インフルエンザはあっという間に大流行

し、かかると３９～４０度近い高熱が急に出ます。特に赤ちゃんや

小学校入学前の小さなお子さんは入院が必要なほど重い症状

となったり、合併症を引き起こす危険があります。 

SARS とは（Severe Acute Respiratory Syndrome）日本では

「重症急性呼吸器症候群」と呼ばれる新しく発見された感染症

です。インフルエンザワクチンは効きません。主な症状としては、38

度以上の発熱などインフルエンザに似ていますが、数日たつと急

に、痰が少なく乾いた咳、息切れ、呼吸困難などで、胸部レント

ゲン写真で肺炎または呼吸窮迫症候群の所見が見られます。 

また、頭痛、悪寒戦慄、食欲不振、全身倦怠感、下痢、意識

混濁などの症状がみられることもあります。流行地への旅行、あ

るいは発症した人へ接近していたなども目安となります。初期症

状がインフルエンザと似ているため、混同しないことが必要です。  

 

Ｑ．インフルエンザにかからないようにするには、どうすればいい？ 

Ａ．インフルエンザを予防するには、 

■予防接種を受ける 

■栄養と休養を十分にとる 

■人混を避ける 

■適度な温度、湿度を保つ 

■マスクを着用する 

■手洗いうがいをする 

といったことをおすすめします。 

Ｑ．それでもインフルエンザにかかったら？ 

Ａ．水分や栄養を取って安静にすることはもちろんですが、普通のか

ぜとは違いますから、熱が出たら出来るだけ早く病院で治療を

受けてください。 

病院に対するご意見ご希望、また「ふれあい」へのご意見をお聞かせ下さい。（備え付けの意見箱をご利用下さい。）

☆ 診療担当変更のお知らせ ☆
・１２月より 月曜・朝診・内科は、竹嶋 医師から、 

半田 知宏 医師／五十棲 理恵 医師（隔週で診察）に変

更となります。 

・整形外科 月曜・火曜の朝診はそれぞれ１診体制になりま

す（月曜・永山医師 火曜・南医師） 

裏面の外来担当医一覧でご確認下さい。 

☆ 年末年始診察のお知らせ ☆ 
１２月３０日（木）は下記診療科におきまして朝診のみ診察を

させていただきます。夜診はありませんのでご注意下さい。 

① 診  内   科 浅野 医師 

② 診  予約診療 斎藤 医師 

③ 診  総合診療 寺本 医師 

④ 診  外   科 馬場 医師 

⑤ 診  整形外科 田村 医師 

⑥ 診  皮 膚 科 多田 医師 

１２月３１日（金）～１月３日（月）は休診となります。 

【１月４日（火）より通常通り診察いたします】 


